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カプリニウムサーティーンリンス　製品案内書
殺菌レベルのミネラルアルカリＰｈをもち、酸蝕症対策に特化した濃縮タイプオーラルリンス

 Ｃａｐｒｉｎｉｕｍ ⅩⅢ　Ｒｉｎｓｅ 　～　カプリニウムサーティーンリンス　～
最も安全とされるミネラル由来の強アルカリを複合ミネラル溶液で実現
食事直後の口腔内酸性状態を瞬間リセット（中和）、

確実な口腔内殺菌力を、独自のミネラル強アルカリで実現
優れた酸蝕症の改善と口腔内の除菌、衛生保持が同時に期待できる製品です。
１.従来のオーラルリンスに見られた課題
２.カプリリンスの優れた抗菌力
３.カプリリンスの瞬間還元力　～酸蝕症の確実な予防能力～
４.カチオンの由来、カルシウムの有用な副効果
５.製品仕様・規格
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1. 従来のオーラルリンスに見られた課題
2008年度の調査におけるオーラルリンスの市場は、年間約９億円市場まで発展し、比例して製品の種類も多数の製品が多く見られるようになりました。

（９億円のシェアは、口腔化粧で６．４億、医薬品で２．５億）オーラルリンスのタイプには大きく分けて３種類のカテゴリーに分かれます。

・医薬品：特定の作用を保障する医薬品（販売には医療器材の取り扱い免許が必要）
・口腔医薬部外品：合成界面活性剤を主原料とし、特定の菌への殺菌力を保有する口腔化粧品
・口腔化粧品：口腔内の衛生環境を「うがい」という行為に重点を置いた口腔化粧品、天然思考やオシャレを販売訴求の主とし、機能性は疑わしい。
※医薬品は取り扱いに難があり、ユーザーへの販売が困難ですので以降の本書のマーケット・および概念から除外します。

これらの製品群の問題点は、現在普及しているインターネットから読み取れます。その一部を多く見かける順に抜粋すると

１、口腔内に残留した界面活性剤が、トラブルをおこす。

製品中に含まれる合成界面活性剤（本書項目４中文末のコラム参照）は少なからず口腔内に残留します。
これらが原因で、口腔内の炎症を発生させ、使用直後は口臭が下がるものの、リバウンド現象が起こり、経過時間とともに使用前よりも数値が上昇してしまうケースが多数報告されています。

過度な例ですと、使用前より使用後の翌日は３０倍ものスコアを検出してしまう製品も報告されています。

２、粘膜や舌の衛生管理には意味があるが、歯にダメージを与える。

口腔内の衛生環境を保つには、液性が「アルカリ性」もしくは「中性～微弱酸性」であることが望ましいです。
歯は保護層をもつとはいえ、カルシウムの塊です、酸に触れると少なからず溶けてしまいます、製品の液性には充分ご注意下さい。

３、歯に着色する。

植物やハーブの多くはアルカリ性食品（もともとは酸性を示すが、哺乳類の消化酵素に反応してアルカリ性を示す食品）、つまり酸性を示す成分がほとんどです。

「天然成分」を重視するがために、口腔内のトラブル解消には絶大な効果を得られる反面、歯に着色することが懸念され、また残留させると歯にダメージを与えてしてしまいます。天然重視のオーラルリンスのご使用後は正しいケアと知識が必須な製品です。
つまり、安全な強アルカリを保有し口腔内に残留しても問題のない成分でありながらも、強力な抗菌能力を持つオーラルリンスは理想であり、実現した原料が
ＣＡＰＲＩＮＩＵＭ１３ＲＩＮＳＥ（カプリニウム１３リンス）です。
２. カプリリンスの優れた抗菌力　～Ｐｈ１２の環境では口腔内常在菌はほとんど死滅する～
カプリニウムサーティーンリンス（以下「カプリリンス」と呼びます）の特長は、

・ミネラル由来のＰｈ１２～１３を保有する。＝口腔内の酸を中和　　・口腔内に残留し、濃度が高まってもＰｈ１３以上を示さないカチオンＰｈを実現。＝安全
・成分は天然のサンゴ末カルシウム、地下水由来のケイ素、食品添加物の金コロイド等、親しみのある成分のみを特許製法により実現
＝強力かつ安全なアルカリで口腔内の殺菌を実現
つまり･･･口腔内を除菌しながら還元（酸蝕症の改善＆消炎作用＝口内炎等の治癒）させる。
という期待が持てる点にあります。

だれもが知る事実ですが、Ｐｈ１０以上のアルカリ環境では口腔常在菌はもちろん、菌類のほとんどが死滅します。
そのアルカリの課題は界面活性剤を使用せず、かつ安全なアルカリ性質を実現できないことにありました。

（Ｐｈが底なしで強くなるジエン系アルカリがほとんど）

カプリリンスは、カチオンＰｈを安価で手軽に実現できる事に成功した製品です。

菌類のアルカリ性（Ｐｈ１３）液中での生存可能領域（生存判定を３０秒以内の判定で判断）

・重大な症状を引き起こす可能性のある菌類（効果期待）
ＭＲＳＡ、大腸菌、緑膿菌、サルモネラ菌、白癬菌

・口腔内に多く存在する菌類（表記はポルトガル語）
Streptococcus salivarius：舌表面の最優勢菌種、Streptococcus mitis：頬粘膜および歯牙表面、Streptococcus sanguinis：歯牙表面に生息する口腔レンサ球菌、Streptococcus mitior：口腔レンサ球菌、Streptococcus mutans：歯牙表面に主に生息する、Porphyromonas gingivalis：グラム陰性の嫌気性細菌で、歯肉溝に生息し、歯周病の原因菌として注目されている。 、Bacterionema matruchotii：歯垢に生息する線維状または多形態性のグラム陽性桿菌 、Propionbacterium acnes：嫌気性無芽胞グラム陽性菌
現状の保有するバックデータ：ミュータンス菌の抗菌試験、ジンバリウス菌の抗菌試験（今後は東京歯科大学にて試験実施中）
これらのロジックを実現した本原料使用製品は、安価で容易なオーラルケアをホームケアレベルで行っていただく事が可能です。

そしてこのアルカリで口腔内を洗浄する理想を、従来製品では実現できなかった理由があります。
殺菌効果の決め手は「平均Ｐｈ１２」

強いアルカリで菌が死んで、口腔内の衛生環境が保たれる。

ならば、石鹸水でうがいすればいいんじゃないか？？？？
まずいですし、毒ですよソレ・・・

カプリリンスでは、この毒に変えて「カチオンＰＨ」を代用

ケイ素：圧縮酸素保持 /　カルシウム：抗菌 /　金：電位方向調整

洗剤・歯磨き粉・石鹸類に使用される「合成界面活性剤」の作用を、天然ミネラルで実現しました。
· 世界で最も安心な強アルカリ＝カチオン水を独自開発（平均Ｐｈ１２～１３）。
合成界面活性剤や石鹸素地を使用せず、口腔内衛生に効果を発揮する状況をつくりあげます。

通常の合成界面活性剤では、例としてドメストを皮膚上に塗布し放置をしているとアルカリの数値が上昇し皮膚がただれヤケド状態になってしまいます。なによりも界面活性剤では、中和の際に「塩素」を高濃度産出するため、粘膜や歯に深刻なダメージを与えるだけではなく健康にも被害を与えます。
· カプリリンスの強アルカリはミネラルウォーターに代表されるミネラル由来のアルカリに由来します、当然体内に残留することも無く、皮膚上や口腔内では老廃物、プラーク物質、菌類と反応し「塩」を産出する事で中性へと変化するのでとても安全です。
· 酸蝕症改善へ、サプリメントにも応用されている健康的なアルカリオーラルリンス。
食後の歯周・歯表の酸性状態を瞬間緩和、呼び水作用（口腔内のカルシウム濃度を下げるため、唾液の分泌量を上げる）をもつ独自処方・独自ロジックを保有し、酸蝕症の改善へ万全な環境をつくりあげます。

· 殺菌作用はもちろん「アルカリ水」のもつ良さはそのまま。

アトピー治療に使用される殺菌作用をもち、金とカルシウムが口腔粘膜に触れ、一層の衛生環境と健康な口腔粘膜を生み出します。

つまり・・・・
抗菌作用を殺菌レベルで持ち、口腔内の酸性状態をリセットすることを安全に行う製品！
それが「カプリリンス」です。
～酸蝕歯とは～
歯の化学的な損傷の一つであり、生活習慣病の一つととらえられているが、現在では「楔状欠損（Wedge-shaped defect）」の要因の一つであると考えられ病名などの指定範囲ではなく、したがって歯科医院においても治療メニューが無い。

好発部位としては上下顎の全歯であり、症状が進行しないと気付かないことが多く、自覚するタイミングとしては「銀歯がうく」、「歯に明らかなクレーター状のくぼみが現れる」、「歯が小さくなり、歯間に隙間が生まれる」といった、治療不可能な状態になってから気がつくことが多い。
酸の作用によって脱灰される現象であるが、細菌が関与していないという点でう蝕（通常の虫歯）と異なっている。 
●銀歯が浮いてしまっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●前歯の先端が溶け出し、クレーターを形成する。
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●歯が全体的に溶解し、小さくなっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●臼歯の中心部が溶け出し、クレーターを形成している。
３.カプリリンスの瞬間還元力　～酸蝕症の確実な予防能力～
テーマ：市販のＰｈ２．２の清涼飲料水を飲んだ場合を想定すると、口腔内のＰｈは最悪の状態を考慮すると歯表・歯周のＰｈが同じＰｈをもつこととなる。
この状況の改善能力がカプリリンスにあるかどうかを判断するため、炭酸飲料水への還元力を測定する。

試験方法１：市販のＰｈ２．２の飲料水３０ｍｌに対し、カプリリンスを１０ｍｌ添加し、混合液の液性を調べる。
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市販の清涼飲料水　　　　　　　　　　３０ｍｌを取り分ける　　　　　　　　　　　　　　その液性は多くの書籍に紹介されているように強酸性
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飲料水へカプリリンスを１０ｍｌ添加、混合拡販　　　　　　　　　　３０秒後の変化　　　　　　　　Ｐｈ２．２⇒Ｐｈ７へ　　　　　　　　　　　　瞬間中和が証明される。
４. カチオンによる平均Ｐｈ１２環境がもたらすアンチエイジング作用
加齢とともに皮膚と同様、口腔粘膜も年齢をとっていきます。

年齢を重ねる＝代謝が悪くなる、これは当たり前の事実です、そのメカニズムは、皮膚組織がそのまま長期間体内にとどまり、その間に　紫外線を浴びたり、活性酸素などの攻撃を受けたりして変性し、すると皮膚（粘膜）組織は、サビついたベットマットのようにきしみ、弾力性・柔軟性を失い固くなります。
踵の皮膚や足の親指の皮膚が硬くなってしまうのが最も身近な例です。

皮膚組織が固くなると分解されづらくなり、ますます代謝のスピードが落ち、さらに新しい皮膚組織が作られなくなるという　悪循環を引き起こします。
この改善に一役買うのがカチオン由来の強アルカリ環境です。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ドスリカルでは、カチオン由来のＰｈを平均１２としながら、老廃物（酸化物質）と反応し、即座に中性へと性質を変化させます。
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この瞬間のＰｈ変化が何を生み出しているか、それは

たんぱく質を還元すると同時に刺激を与え、寝ている細胞を活性化しています！

さらに・・・カプリニウムサーティーンの代名詞「ステイン除去能力」も、もちろん発揮
実際の歯に対しても発揮される、ステイン（油汚れ）剥離作用

喫煙者の抜去歯に対し、研磨を行わずステインの洗浄テストを行い３日間繰り返した結果。
使用後　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使用前
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使用前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使用後
優れた作用を持つ「カプリニウムサーティーンプロ」を

その日新たに付着したステインを剥離させる事に充分な量を配合

口腔内の酸の中和
口腔内の除菌抗菌
そして口腔内の着色予防へご活用ください！
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５. 製品規格
品　名：カプリニウムサーティーンリンス　販売価格：￥２５２０（税込￥２４００）

内容量：２００ｍｌ
全成分：水、ダマスクバラ花水、エタノール、シリカ、メントール、炭酸Ｃａ、セルロースガム、炭酸水素Ｎａ、金
製品特徴

優れた抗菌能力を所有し、口腔内の酸を瞬間中和するため酸蝕症対策へ完璧な予防効果を発揮いたします。
カプリニウムシリーズのステイン浄化能力も「その日、新たに付着してしまったステインの除去」程度の着色剥離作用をもち、口腔粘膜の改善作用も発揮します。

合成界面活性剤を含まないため、口腔粘膜に残留し、体内に蓄積される心配が無いにも関わらず、前述の抗菌作用・口腔内中和作用・着色予防を発揮する他社製品にはないメリットを保有します。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝　ご使用方法　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
1回分の洗口液は、次のように希釈を行いってからご使用ください。

①製品に付属している軽量カップ目盛９まで水を注いでください。

②本製品を目盛０.５～１分（目盛１０付近まで）注ぎ足してください。※製品原液を１０～２０倍に希釈してご使用下さい。

③完成した希釈液でうがいを行ってください。お食事直後にご使用いただくことをお勧めいたします。

④使用後の軽量カップは水道水でよく洗浄してください。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝　ご注意事項　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
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液性が体質に合わない場合は、ご使用をおやめ下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　製品レーダーチャート（当社製品比較）
開封後はなるべくお早めにご使用下さい。

内服液ではありません、万が一飲み込んでしまい、異常を感じた場合は専門医へご相談下さい。

目に入ったら、すぐに水で洗い流して下さい。

痛みや腫れなどの異常を感じたら、すぐに使用を中止して下さい。

乳幼児の手に届かないところに保管してください。

使用後は必ずキャップをし、直射日光を避けて保管して下さい。

衣服・敷物に液がつくと脱色あるいは変色する恐れがありますのでご注意下さい。 

ボトルから出した内容液を容器に戻したりしないで下さい。

天然ミネラル抽出液を多く含みますので、製品ごとに色・香が若干異なることがあります。  

品質保持のためコロイド状の沈殿物を混入しておりますが、コロイドの混入量の違いによる製品の性能・安全性には問題ございません。
※酸蝕症対策は比較対象製品が無いため、評価対象外とさせていただきます。



















































































































































